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６
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
第
２
回
定
例
会
を

開
催
し
、
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
条
例
の
一

部
改
正
２
件
、
工
事
契
約
の
締
結
３
件
、
専
決
処
分
事
項

の
承
認
４
件
、
町
道
の
路
線
廃
止
お
よ
び
認
定
各
１
件
、

議
員
発
議
２
件
を
審
議
し
た
。

工
事
契
約
の
締
結

入札内容 契約の方法 契約金額 契約の相手方
中央公民館耐震補強
および大規模改修工事

制限付き
一般競争入札 ２億４, １９２万円 ㈱平井組

中央小学校トイレ
改修工事

制限付き
一般競争入札 ８, ０７８万４千円 ㈱山田組

コミュニティ広場
管理棟建築工事

制限付き
一般競争入札 ６, ７２８万４千円 大河原建設㈱

◎
中
央
公
民
館
耐
震
補
強

　
・
大
規
模
改
修
工
事

問　
ホ
ー
ル
棟
の
面
積

が
現
在
の
約
３
分
の

２
に
な
っ
て
い
る
。
公
民

館
の
ホ
ー
ル
と
し
て
ベ
ス

ト
な
大
き
さ
か
。

答　
舞
台
と
映
写
室
を

利
用
実
績
か
ら
な
く

し
た
。
新
し
い
ホ
ー
ル
で

は
、
椅
子
と
机
を
置
い
た

場
合
は
94
席
、
椅
子
だ
け

の
場
合
は
約
150
席
設
置
可

能
で
、
こ
れ
も
昨
年
の
利

用
実
績
か
ら
十
分
で
あ
る
。

中
央
公
民
館
建
設
後
に
、

学
習
ホ
ー
ル
や
図
書
館
の

ホ
ー
ル
を
建
設
し
た
の
で
、

大
人
数
の
集
会
な
ど
は
学

習
ホ
ー
ル
、
良
い
音
響
が

必
要
な
コ
ン
サ
ー
ト
は
図

書
館
の
ホ
ー
ル
と
す
み
わ

け
で
き
て
い
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
中
央
公
民
館
の

ホ
ー
ル
を
今
回
の
設
計
に

し
た
。

問　
ホ
ー
ル
棟
の
工
事

費
は
全
体
工
事
の
中

で
ど
の
く
ら
い
か
。

答　
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言

え
ば
、
35
％
で
あ
る
。

問　
ホ
ー
ル
棟
の
耐
震

補
強
が
で
き
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
時
点
で
、

当
初
の
予
算
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
新
た
に
予
算
を
作
っ

て
生
涯
学
習
機
能
を
有
す

る
ホ
ー
ル
を
作
る
こ
と
も

可
能
だ
っ
た
と
思
う
が
、

検
討
し
た
か
。

答　
検
討
は
し
た
。
中

央
公
民
館
の
最
大
の

役
割
で
あ
る
生
涯
学
習
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
十

分
果
た
す
た
め
に
今
回
の

形
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　
今
回
の
改
修
で
耐

震
性
を
高
め
る
。
災

害
時
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
持
た
す
こ
と
も
可
能

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

時
、
中
央
公
民
館
の
屋
上

に
太
陽
光
の
発
電
機
能
を

持
た
せ
る
こ
と
を
考
え
な

い
か
。

中
央
公
民
館
１
階
平
面
図

　

◎
工
事
期
間

　
　
　

26
年
６
月
６
日
か
ら
27
年
１
月
20
日
ま
で

耐震補強・大規模改修工事 
２億４, １９２万円可決

ホール棟

ホール棟

ロビー
ロビー ４階棟４階棟

改修前１階平面図 改修後１階平面図
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答　
今
回
の
工
事
は
耐

震
補
強
が
主
目
的
で

現
時
点
で
太
陽
光
の
設
置

は
考
え
て
い
な
い
。
し
か

し
、
今
後
、
条
件
な
ど
に

つ
い
て
研
究
し
、
そ
の
上

で
判
断
し
た
い
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◎
中
央
小
学
校
ト
イ
レ

　
改
修
工
事

問　
設
備
工
事
一
式
の

中
に
汚
水
排
水
管
の

点
検
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

答　
今
回
の
工
事
の
主

目
的
は
悪
臭
対
策
で

あ
る
。
汚
水
管
の
交
換
を

行
う
。
た
だ
し
、
交
換
で

き
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、

そ
こ
は
洗
浄
や
汚
物
の
除

去
で
対
応
す
る
。

問　
今
回
の
入
札
は
制

限
付
き
一
般
競
争
入

札
で
制
限
の
内
容
は
、
静

岡
・
島
田
土
木
事
務
所
管

内
で
小
中
高
校
舎
の
５
千 

万
円
以
上
の
工
事
実
績
で

あ
る
。
そ
れ
だ
と
町
内
の

業
者
は
排
除
さ
れ
る
。

地
域
の
活
性
化
や
地
元
の

雇
用
創
出
の
観
点
か
ら
な

る
べ
く
地
元
の
業
者
を
使

う
と
い
う
観
点
は
な
か
っ

た
か
。

答　
検
討
は
し
た
が
、

学
校
と
い
う
特
殊
性

か
ら
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
第
一
と
考
え
、
実
績
を

重
視
し
た
。
地
元
の
経
済

の
活
性
化
は
行
政
の
主
た

る
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
。

し
か
し
、
発
注
者
側
か
ら

受
注
者
側
に
制
約
を
加
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
津

波
避
難
タ
ワ
ー
と
同
様
に
、

受
注
者
か
ら
工
事
計
画
が

提
出
さ
れ
、
下
請
け
の
業

者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
場

合
に
町
内
業
者
を
ぜ
ひ
活

用
し
て
ほ
し
い
と
言
う
こ

と
は
町
と
し
て
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◎
町
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

　
管
理
棟
建
築
工
事

　
（
大
井
神
社
前
）

（
工
事
内
容
）

・
構
造　

鉄
骨
平
屋
建

・
規
模　

建
築
面
積

　
　
　
　
　

320
・
25
㎡

　
　
　
　

延
床
面
積

　
　
　
　
　

309
㎡

・
工
事
期
間　

　

26
年
６
月
18
日
か
ら

　

27
年
１
月
16
日
ま
で

・
施
設
内
容

　

事
務
所
、
集
会
室
、

　

調
理
室
、
和
室
、
倉
庫
、

　

物
入
れ
、
ト
イ
レ
な
ど

問　
広
場
出
入
口
に
関

し
て
、
周
り
に
電
柱

や
垣
根
が
あ
っ
て
車
が
出

る
際
安
全
確
認
し
に
く

い
。
対
策
は
考
え
て
い
る

か
。答　

電
柱
の
移
転
は
周

辺
整
備
の
一
環
で
発

注
す
る
予
定
で
協
議
中
で

あ
る
。

入
口
の
仕
様
に
関
し
て
も

付
近
の
住
民
と
ど
の
よ
う

な
入
口
に
し
た
ら
よ
い
か

を
検
討
中
で
あ
る
。

問　
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
の
条
件
を
決

め
る
ル
ー
ル
は
あ
る
か
。

答　
実
施
要
項
が
あ
り
、

統
一
し
た
ル
ー
ル
で

行
わ
れ
て
い
る
。
条
件
設

定
に
関
し
て
は
、
第
一
義

的
に
は
お
お
む
ね
20
社
以

上
参
加
可
能
な
条
件
を
見

込
む
。
そ
の
中
で
工
事
の

特
性
や
参
入
業
者
数
が
ど

う
な
る
か
を
見
込
ん
で
設

定
す
る
。

中
央
公
民
館
、
中
央
小
学

校
の
入
札
制
限
工
事
期
間

は
19
年
度
以
降
と
し
た
が
、

本
工
事
の
条
件
を
16
年
度

以
降
に
地
方
公
共
団
体
が

発
注
し
た
も
の
に
設
定
し

た
の
は
、
鉄
骨
平
屋
建
で

技
術
的
に
過
度
な
要
求
は

な
く
、
参
入
で
き
る
業
者

を
で
き
る
だ
け
広
げ
る
意

味
合
い
で
設
定
し
た
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

便器数比較
改修前 改修後 個数

増減用途 型 個数 用途 型 個数

男子 大便器 和式 １２ 大便器 和式 　０ ±０洋式 　６ 洋式 １８
小便器 床置式 ４９ 小便器 壁掛式 ５０ ＋１

女子 大便器 和式 ４０ 大便器 和式 　０ ＋１洋式 　８ 洋式 ４９

中央小学校トイレ

これで安心
中央公民館
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一
般
会
計
補
正
予
算

問　
図
書
館
監
視
カ
メ

ラ
の
増
台
数
と
そ
の

理
由
は
。

答　
４
台
か
ら
８
台
に

増
や
す
。
お
客
さ
ん

同
士
の
接
触
や
夏
に
玄
関

前
で
た
む
ろ
す
る
人
の
監

視
、
通
路
へ
の
自
転
車
放

置
な
ど
に
職
員
が
対
応
す

る
た
め
に
増
台
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

専
決
処
分
事
項
の
承
認

◎
消
防
団
員
退
職
報
奨
金

（
内
容
）

　

26
年
３
月
７
日
に
公
布

さ
れ
た
政
令
に
従
い
、
消

防
団
員
の
退
職
報
奨
金
を

ほ
と
ん
ど
の
階
級
、
勤
続

年
数
で
５
万
円
増
額
す
る
。

た
だ
し
、
勤
続
５
年
以
上

10
年
未
満
に
関
し
て
は
、

従
来
か
ら
政
令
に
対
し
て

多
く
支
給
し
て
い
た
の
で

据
え
置
き
ま
た
は
増
額
幅

を
抑
え
た
階
級
が
あ
る
。

問　
政
令
の
公
布
は
３

月
７
日
に
行
わ
れ
て

い
る
。
３
月
議
会
に
追
加

議
案
と
し
て
上
程
せ
ず
、

何
故
、
専
決
処
分
と
し
た

の
か
。

答　
県
か
ら
文
書
が
３

月
12
日
付
け
で
出
さ

れ
、
14
日
に
受
け
取
っ
た
。

そ
れ
か
ら
改
正
事
務
を
進

め
た
の
で
議
案
を
提
示
で

き
な
か
っ
た
。

【
全
員
賛
成
で
承
認
】

◎
国
保
税
の
一
部
改
正

（
内
容
）

・
後
期
高
齢
者
支
援
均
等

賦
課
限
度
額

　
　

14
万
円 

→ 

16
万
円

・
介
護
納
付
金
賦
課
限
度

額

　
　

12
万
円 

→ 

14
万
円

・
５
割
軽
減
を
判
定
す
る

所
得
の
算
定
に
世
帯
主

を
含
め
る

・
２
割
軽
減
の
算
定
で
被

保
険
者
に
乗
ず
る
金
額

　
　

35
万
円 

→ 

45
万
円

問　
改
正
に
よ
る
国
保

財
政
へ
の
影
響
は
。

答　
25
年
度
の
賦
課
資

料
を
も
と
に
試
算
し

た
結
果
、
後
期
支
援
分
は

約
220
世
帯
、
介
護
分
は
約

80
世
帯
で
金
額
合
計
は
約

600
万
円
に
な
る
。

問　
軽
減
世
帯
の
対
象

が
増
え
れ
ば
、
歳
入

が
減
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
対
応
は
。

答　
保
険
基
盤
安
定
繰

入
金
の
保
険
税
軽
減

分
で
対
応
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
承
認
】

町
道
の
廃
止
・
認
定

◎
町
道
の
路
線
廃
止

（
内
容
）

　

東
名
川
尻
幹
線
の
供
用

を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

町
道
の
10
路
線
が
分
断
さ

れ
る
た
め
に
廃
止
す
る
。

　
　
　問　

廃
止
し
た
町
道
で

必
要
で
な
い
土
地
が

で
き
た
場
合
、
売
却
に
よ

る
税
収
確
保
と
土
地
の
有

効
利
用
が
考
え
ら
れ
る

が
、
実
績
は
あ
る
か
。

答　
最
近
の
実
績
は
な

い
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◎
町
道
の
路
線
認
定

（
内
容
）

　

分
断
の
た
め
廃
止
し
た

10
路
線
を
改
め
て
16
路
線

と
し
て
認
定
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

吉
田
町
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

　
　
　

土
地
利
用
平
面
図

多目的広場

管理棟

駐車場

兼用調整池

補正額：３７９万７千円 増額

（歳入）
　・使用料　　　　　４５万１千円 減額
　・基金繰入金　　４２４万８千円 増額

（歳出）
　・図書館管理費　３７９万７千円 増額
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町政を問う
藤　田　和　寿　議員

　

28
年
か
ら
始
ま
る
次
期

総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
、

住
民
意
識
調
査
が
行
わ
れ
、

作
業
が
始
ま
っ
た
。

　

私
は
、
未
来
の
担
い
手

で
あ
る
若
者
世
代
の
参
画

が
必
要
と
考
え
、
京
都
市

の
事
例
に
基
づ
き
考
え
を

聞
い
た
。

問　
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
住
民
意
識
調
査

方
法
は
。

答　
吉
田
町
在
住
の
満

20
歳
以
上
の
男
女

３
０
０
０
人
を
無
作
為
に

抽
出
し
昨
年
度
実
施
し
た
。

過
去
調
査
で
は
、
各
年
代

比
と
男
女
比
と
も
に
、
大

体
均
等
の
傾
向
で
あ
る
。

問　
過
去
行
っ
て
い
な

か
っ
た
世
代
別
や
男

女
別
の
分
析
も
、
必
要
と

考
え
る
が
。

答　
集
計
前
で
あ
り
、

ク
ロ
ス
集
計
方
法
に

つ
い
て
、
従
来
の
手
法
に

と
ら
わ
れ
ず
幅
広
く
検
討

す
る
。

問　
京
都
市
が
行
っ
た

若
者
会
議
を
、
わ
が

町
も
設
置
し
て
、
若
者
の

参
画
を
図
る
考
え
は
。

答　
若
者
の
意
見
は
非

常
に
大
切
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
状
況

に
応
じ
て
住
民
参
画
手
法

を
取
り
入
れ
て
い
く
の
で
、

現
在
の
段
階
で
は
、
若
者

会
議
と
い
う
具
体
的
な
も

の
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
若
者
の
参
画
の
ひ

と
つ
と
し
て
出
席
を

伴
わ
な
い
意
見
聴
取
の
方

法
が
あ
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ 

ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

の
SNS
ツ
ー
ル
の
導
入
は
。

答　
今
後
に
つ
い
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

参
加
者
と
触
れ
合
い
な
が

ら
意
見
を
い
た
だ
く
手
法

を
活
用
し
な
が
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
だ
け
で

な
く
、
生
の
声
も
重
視
し

て
い
く
。

問　
県
立
吉
田
公
園
設

置
に
つ
な
が
っ
た
職

員
の
花
博
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
よ
う
に
、
若
手
職

員
に
よ
る
組
織
横
断
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
町
の
将
来
プ

ラ
ン
を
求
め
て
は
。

答　
職
員
は
、
各
分
野

で
課
題
を
把
握
し
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
知
識
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
主
体

的
に
参
加
し
て
い
く
。
ま

た
全
体
を
協
議
す
る
場
も

設
け
る
の
で
そ
の
中
で
意

見
集
約
す
る
。

一般質問

答 若者だけでなく、町全体で考えていく
問 未来の担い手、若者会議の設置について

未来の担い手・若者会議Ｕ35（京都市基本計画に係る21年９月に設置）

活動趣旨 若者ならではの観点から「基本計画」について意見を取りまとめ提出。
基本計画の策定過程において、市民からの提案を集める事業を支援する。

目標成果 若者提案・市民参画事業のサポート（シンポジウムおよびパブリックコメント企画・実施の支
援）・情報発信のサポート（基本計画審議会の傍聴記を発行し市民へ周知する）

構 成 京都にゆかりのある、概ね18歳以上35歳未満の若者26人
協 同 京都市の若手公募職員で構成される次期京都市基本計画策定支援プロジェクトチーム

職員年齢構成　26/3/31現在 22年吉田町国勢調査結果

38%

8%

13%
41% 22～35歳

36～45歳

46～55歳

56歳以上
4500

5000

5500

6000

6500

人数

0～
19歳

20～
34歳

35～
49歳

50～
64歳

65歳
以
上
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３
月
末
に
完
成
し
た
津

波
避
難
タ
ワ
ー
の
平
常
時

の
利
活
用
に
つ
い
て
町
の

方
針
、
タ
ワ
ー
下
の
敷
地

の
利
活
用
に
つ
い
て
町
の

考
え
を
た
だ
し
た
。
ま
た

非
常
時
、
津
波
警
報
な
ど

が
発
令
さ
れ
た
際
は
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
へ
避
難
す

る
計
画
は
示
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
避
難
所
へ

の
避
難
行
動
に
つ
い
て
計

画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て
町
の
計
画
を

質
問
し
た
。

問　
歩
道
橋
型
以
外
の

タ
ワ
ー
下
の
敷
地
利

活
用
と
し
て
ベ
ン
チ
や

テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
憩
い

の
場
と
で
き
な
い
か
。

答　
グ
レ
ー
チ
ン
グ
部

分
下
の
敷
地
に
関
し

て
は
建
築
基
準
法
上
可
能

で
あ
る
。
タ
ワ
ー
本
体
と

同
様
、
敷
地
も
適
切
な
安

全
管
理
が
求
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

問　
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
平
常
時
利
活
用
に

関
し
町
の
考
え
方
は
。

答　
常
時
開
放
す
る
こ

と
に
よ
り
安
全
管
理

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
可

能
な
限
り
利
活
用
を
図
っ

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

健
康
づ
く
り
課
で
は
、
各

タ
ワ
ー
を
結
ぶ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
作
成
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ジ

オ
体
操
や
踊
り
の
練
習
な

ど
、
各
地
域
で
の
利
活
用

が
考
え
ら
れ
、
自
治
会
・

町
内
会
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
、
ご
提
案
に
よ
り
検
討

し
て
い
く
。

問　
タ
ワ
ー
か
ら
避
難

所
に
移
動
す
る
方
法

は
。答　

自
主
防
災
会
単
位

で
移
動
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
タ
ワ
ー
上

に
移
動
場
所
を
掲
示
す
る

こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

問　
タ
ワ
ー
に
避
難
時

の
情
報
発
信
お
よ
び

受
信
の
方
法
は
。

答　
同
報
無
線
が
有
力

で
あ
る
。

MCA
無
線
、

防
災
ラ
ジ
オ
を
タ
ワ
ー
に

配
備
す
る
こ
と
も
検
討
で

き
る
が
、
こ
れ
ら
の
操
作

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一般質問

町政を問う
増　田　剛　士　議員

津波避難タワーから避難所への避難行動計画は問
浸水区域外に10の避難所を指定、

避難行動の詳細は検討中である答

津波避難タワー　J

津波避難タワー利用上の注意
・傷がいのある方、高齢者、妊産婦、幼児、怪

我人等が困っている際は、上るのを手伝って
あげてください。

・階段の昇降には十分注意してください。
・手すりから身を乗り出さないでください。
・球戯（技）、ローラースケート類をしないでく

ださい。
・雷が鳴ったら、タワーに上らないでください。
・デッキ部、階段部から物を落とさないでくだ

さい。
・商品や陳列棚を置いて販売をしないでくださ

い。
・火器類を使用しないでください。
・花火、バーベキュー、飲酒をしないでください。
・大声を出して騒がないでください。
・落書き、ゴミ捨て、破損行為をしないでくだ

さい。
・飼い犬に糞、尿をさせないでください。

皆様の良心的な使い方のおかげで、このタワー
を綺麗な状態のまま次世代へ引き継ぐことがで
きます。
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町政を問う
平　野　　　積　議員

問

達成されていると思う答
　

役
場
の
重
要
な
資
源
で

あ
る
職
員
の
育
成
を
ど
の

よ
う
な
考
え
方
で
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
進
め

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に

し
、
人
材
育
成
を
よ
り
有

効
に
進
め
る
べ
く
質
問
を

行
っ
た
。

問　
人
を
育
て
る
時
、

将
来
像
を
描
い
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
の
前
提
と

な
る
職
場
の
将
来
の
姿
、

目
指
す
姿
は
明
確
か
。

答　
分
野
ご
と
の
目
標

は
あ
る
。
し
か
し
、

各
課
に
は
複
数
の
分
野
が

あ
り
、
調
整
が
難
し
い
。

問　
吉
田
町
行
政
改
革

プ
ラ
ン
実
績
報
告
書

「
研
修
効
果
の
向
上
を
図

る
項
目
」
に
は
、
具
体
的

取
り
組
み
と
し
て
「
研
修

に
参
加
し
た
受
講
者
か
ら
、 

研
修
内
容
の
報
告
を
受
け
、 

今
後
の
研
修
派
遣
者
の
検

討
を
行
っ
た
。」
と
あ
る

が
、
本
人
育
成
に
は
研
修

成
果
を
い
か
に
業
務
に
生

か
す
か
を
上
司
と
部
下
が

確
認
し
、
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
研
修
に
行
っ
た
場

合
、
出
張
報
告
と
ア

ン
ケ
ー
ト
記
入
は
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
協
議
も
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　
研
修
に
つ
い
て
は
、 

毎
年
800
万
円
の
予
算

を
付
け
て
い
る
が
、
執
行

率
は
押
し
な
べ
て
約
半
分

で
あ
る
。
執
行
率
を
上
げ

ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
予
算
を
町
民
の
福
祉

に
役
立
て
ら
れ
な
い
か
。

答　
予
算
が
な
く
て
研

修
に
参
加
で
き
な
い

状
況
を
な
く
す
た
め
に
予

算
を
確
保
し
て
い
る
。

問　
人
材
育
成
の
大
き

な
目
的
は
、「
考
え
、

結
論
を
出
し
、
自
主
的
に

動
け
る
人
を
育
て
る
こ

と
」
で
あ
る
。「
考
え
る
」

と
の
観
点
か
ら
、
役
場
に

は
提
案
制
度
が
あ
る
が
、

実
績
は
ど
う
か
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
で
課
題
を
見
つ

け
、
考
え
、
議
論
し
、
解

決
し
て
い
く
よ
う
な
制
度

を
作
ら
な
い
か
。

答　
規
定
に
基
づ
く
提

案
実
績
は
な
い
。
し

か
し
、
若
手
職
員
の
自
主

グ
ル
ー
プ
が
役
場
ロ
ビ
ー

の
ポ
ス
タ
ー
が
乱
雑
で

あ
っ
た
た
め
、
課
ご
と
に

ス
ペ
ー
ス
を
決
め
、
整
理

し
見
や
す
く
し
た
例
は
あ

る
。

職員研修事業　
年度 予算 決算 執行率
20

800

636.2 79.5％
21 714.6 89.3％
22 400.5 50.1％
23 528.5 66.1％
24 398.4 49.8％
25 269.5 33.7％

※25年度決算は見込額

単位：万円

一般質問

役場ロビー改善例

「目指すべき職員像」の達成度は

吉田町人材育成基本方針（平成２０年１０月）

吉田町職員の目指すべき職員像

（１）意欲的に職務に取り組み、柔軟に実行する職員

（２）社会情勢に対する幅広い視野を持ち、社会変化
に対応する職員

（３）町民の立場に立ち、町民サービスの向上に主体
的に取り組む職員

（４）効率的な行政運営を心掛け、計画的に職務を遂
行する職員

（５）地域経営感覚を持ち、町民満足度向上のため、
継続的に改善・改革を推進する職員
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問　
町
管
理
職
の
女
性

登
用
に
お
け
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
。

答　
県
内
市
町
の
管
理

職
に
占
め
る
女
性
の

割
合
に
つ
い
て
、
市
の
平

均
値
は
10
・
５
％
、
町
の

平
均
値
は
６
・
３
％
で
あ

る
。
当
町
は
、
管
理
職
17

人
に
対
し
て
、
女
性
管
理

職
５
人
で
、
29
・
４
％
と

県
内
市
町
の
中
で
一
番
高

い
割
合
で
あ
り
、
全
国
一

位
を
誇
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
性
別
に
よ
る
こ
と
な

く
、
個
人
が
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
職

場
環
境
を
維
持
し
て
い
く
。

問　
各
種
審
議
会
な
ど

へ
の
女
性
登
用
の
目

標
は
。

答　
25
年
度
に
お
け
る

現
状
値
18
・
７
％
に

対
し
て
、
28
年
度
の
目
標

値
を
25
％
と
設
定
し
て
い

る
。
内
閣
府
が
掲
げ
る

「
２
０
２
０
年
30
％
」
を

見
据
え
、
そ
れ
以
上
に
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
普
及
と

実
現
に
向
け
て
の
環
境
整

備
は
。

答　
企
業
や
事
業
所
に

対
し
て
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方

を
周
知
・
普
及
し
て
い
く

と
と
も
に
、
町
民
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
の
更
な
る
充
実
を
図
る
。

問　
「
男
性
に
と
っ
て

の
男
女
共
同
参
画
」

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。答　

吉
田
町
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
に
掲
げ

た
施
策
を
総
体
的
に
進
め

て
い
く
。

一般質問

町政を問う
大　塚　邦　子　議員

ポ
ジ
テ
ィ
ブ

 

ア
ク
シ
ョ
ン

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
活
動
に
参
画
す
る
機

会
に
係
る
男
女
間
の
格

差
を
改
善
す
る
た
め
に

必
要
な
範
囲
に
お
い
て

男
女
の
い
ず
れ
か
の
一

方
に
対
し
、
当
該
機
会

を
積
極
的
に
提
供
す
る

こ
と
。

問　
学
校
教
育
に
お
け

る
男
女
の
人
権
尊
重

平
等
の
教
育
、
そ
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

答　
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
て
指
導

し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き

取
り
組
み
は
左
図
の
通
り

で
あ
る
。

学年 学習・取り組み

小１
小３

男女の違いと協力につい
て

小４ 男女の成長の違いと心の
成長について

小５ ヒトの誕生の仕組みと生
命尊重について

学年 学習・取り組み

小６
・市民平等、憲法理念に

ついて
・男性・女性の区別ない

職業観について

中３
男女共同参画社会につい
て

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

 

バ
ラ
ン
ス

「
仕
事
上
の
責
任
」
と

「
仕
事
以
外
の
生
活
に

お
い
て
や
り
た
い
こ

と
」
の
両
者
の
実
現
を

目
指
す
考
え
方
。

答 これからの社会は女性の活躍が必要不可欠と考え推
進していく

問 第２次男女共同参画プランの取り組みは

女性フェスティバル

吉
田
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

（
第
２
次
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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町政を問う
山　内　　　均　議員

問　
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
利
用
し
て
、
ま

ち
の
活
性
化
や
施
策
の
強

化
を
図
る
計
画
を
持
た
な

い
か
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
は

納
税
制
度
の
形
で
あ

る
こ
と
を
第
一
義
に
考
え
、

慎
重
に
対
応
し
た
い
と
考

え
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
本

制
度
を
利
用
し
た
ま
ち
の

活
性
化
や
施
策
の
強
化
は

考
え
て
い
な
い
。

問　
全
国
で
多
く
の
自

治
体
が
利
用
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
だ

け
を
と
ら
え
、
産
業

振
興
と
い
う
も
の
と
分
け

て
考
え
る
と
、
現
在
は
過

度
の
状
態
に
あ
る
。「
ふ

る
さ
と
納
税
研
究
会
」
で

法
制
上
の
規
制
を
加
え
る

と
い
う
の
が
望
ま
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

問　
21
年
度
か
ら
25
年

度
の
統
計
に
よ
る

と
、
東
日
本
大
震
災
後
の

東
北
3
県
で
は
24
年
度
は

大
幅
に
上
が
っ
た
。
静
岡

県
・
愛
知
県
で
も
上
が
っ

て
い
る
。
25
年
度
は
下

が
っ
た
が
21
年
度
に
対
し

約
２
倍
の
額
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
制
度
は
定
着
し

つ
つ
あ
り
の
び
る
。
産
業

振
興
の
選
択
肢
の
一
つ
の

と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
産
業
振
興
は
大
事

だ
し
情
報
発
信
も
大

事
で
あ
る
が
、
ツ
ー
ル
と

し
て
使
う
か
は
良
識
を
持

ち
た
い
。

問　
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ

で
総
理
大
臣
賞
を
2

回
受
賞
し
た
方
や
特
許
取

得
し
た
特
異
な
栽
培
方
法

が
こ
れ
か
ら
出
て
く
る
。

そ
れ
ら
を
応
援
し
税
と
絡

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

答　
応
援
す
る
こ
と
は

必
要
と
思
う
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
と
い
う
手
法

を
流
通
の
中
に
入
れ
て
い

く
考
え
は
な
い
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
素
地
を

作
る
と
い
う
意
味
で
も
重

要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

考
え
る
か
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
は
考
え
は
変

わ
ら
な
い
が
、
環
境
が
変

わ
り
「
ふ
る
さ
と
納
税
研

究
会
」
の
考
え
が
変
わ
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
対

応
は
変
え
て
い
き
た
い
。

一般質問

産業振興のためのふるさと納税制度の活用は問

今は考えていない、環境が変われば対応は変えたい答

寄附金額　統計表
21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

岩手県
40,529 54,504 37,706 338,366 80,304

1.00 1.34 0.93 8.34 1.98

宮城県
62,151 93,188 76,602 596,313 215,551

1.00 1.50 1.23 9.59 3.46

福島県
45,452 38,094 110,313 243,935 215,551

1.00 0.83 2.42 5.36 2.94

静岡県
196,656 188,844 124,024 1,158,007 296,040

1.00 0.96 0.63 5.88 1.50

愛知県
317,692 293,025 303,926 3,714,706 688,136

1.00 0.96 0.95 11.69 2.16
上段：金額（単位：千円）
下段：倍率（21年度基準） 資料：総務省

ふるさと納税
１　個人が貢献したいと思う都道府県や市町村に寄附ができる。
２　その年の所得税と翌年の個人住民税が控除される。（確定

申告を行う必要がある）
３　寄付者が寄附金の使途を選択できる。
４　特産品が取得できる。（送付については適切に良識を持っ

て対応することが必要）
第１次安部内閣で制定
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議
会
は
、
報
告
会
を
開
催
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
議

会
活
動
を
報
告
し
、
意
見
を
い
た
だ
い
て
議
会
に
生
か
し
、

議
会
を
変
え
る
た
め
、
年
２
回
予
算
お
よ
び
決
算
報
告
の

あ
と
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
加
え
て
行
っ
て
い
る
。
第
８

回
目
の
話
題
は
、
国
民
健
康
保
険
税
を
取
り
上
げ
た
。

　

※
参
加
依
頼
は
民
生
児
童
委
員
・
保
健
協
力
委
員

報�
告�

内�

容

26
年
度
会
計
予
算
に

 

つ
い
て

・
26
年
度
一
般
会
計
予
算

・
26
年
度
特
別
会
計
予
算

・
25
年
度
一
般
会
計
補
正

・
質
疑
内
容

国
民
健
康
保
険
税
に

 

つ
い
て

・
な
ぜ
今
回
国
民
健
康
保

険
税
を
改
正
す
る
の
か

・
国
保
税
の
改
正
内
容

開
催
日
・
会
場

・
5
月
19
日　

自 

彊 

館

・
5
月
20
日　

片
岡
会
館

・
5
月
21
日　

住
吉
会
館

・
5
月
22
日　

川
尻
会
館

質�

議�

内�

容

問　
町
民
税
収
納
目
標

が
な
ぜ
100
％
で
は
な

い
の
か
。

答　
常
に
100
％
の
収
納

率
を
目
指
し
て
は
い

る
が
、
病
気
・
失
業
な
ど
、

特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付

が
困
難
な
場
合
や
一
度
に

納
付
で
き
な
い
方
に
は
分

納
を
し
た
り
納
付
相
談
を

行
い
な
が
ら
、
収
納
率
向

上
に
努
め
て
い
る
。

問　
榛
原
総
合
病
院
の

負
担
金
4
億
４
０
０ 

０
万
円
は
次
年
度
も
同
じ

な
の
か
。

答　
病
院
建
設
の
償
却

資
産
借
入
金
分
で
あ

り
、
吉
田
町
と
牧
之
原
市

の
支
払
い
分
で
あ
る
。
借

入
金
残
高
が
減
少
す
れ
ば

参加
人数

会場 自彊館 片岡会館 住吉会館 川尻会館 合計
人数 43人 32人 36人 28人 139人

性別
男 24人 17人 15人 13人 69人
女 19人 15人 21人 15人 70人

年齢別
30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 不明

8人 4人 17人 59人 22人 29人

　

議
会
で
は
、
報
告
会
で
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
意
見

を
項
目
別
に
仕
分
け
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
11
項

目
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
９
項
目
の
調
査
を
し
ま

し
た
。
他
の
分
野
も
全
員
協
議
会
な
ど
で
協
議
し
て
、

ご
意
見
を
議
会
に
反
映
し
ま
す
。

　

報
告
会
で
の
結
果
は
、
報
告
書
を
作
成
し
て
自
治
会

会
館
な
ど
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

減
額
す
る
。
吉
田
町
の
負

担
率
は
32
％
で
、
実
績
に

基
づ
き
算
出
し
て
い
る
。

問　
公
共
下
水
道
事
業

外
の
補
助
事
業
は
。

答　
合
併
浄
化
槽
の
国

庫
補
助
金
は
、
認
可

事
業
区
域
外
に
つ
い
て
交

付
す
る
。
事
業
認
可
区
域

で
整
備
に
期
間
を
要
す
る

場
合
に
は
、
町
単
独
の
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

問　
高
齢
者
人
材
活
用

セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

答　
町
道
高
畑
高
島
線

沿
い
の
用
地
１
３
３ 

５
㎡
に
230
㎡
の
セ
ン
タ
ー

を
建
設
す
る
。
研
修
室
な

ど
を
整
備
し
、
高
齢
者
の

健
康
増
進
事
業
や
趣
味
教

養
講
座
を
開
く
予
定
で
あ

り
、
26
年
度
内
完
成
を
目

指
す
。

問　
通
学
路
に
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
や
い
た
わ

り
ゾ
ー
ン
の
表
示
が
少
な

い
、
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
優
先
順
位
を
決
め

予
算
の
範
囲
内
で
実

施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

問　
子
ど
も
発
達
支
援

事
業
所
に
お
け
る
、

重
度
障
害
児
の
支
援
体
制

は
ど
う
か
。

答　
重
度
障
害
児
の
支

援
体
制
は
と
っ
て
い

な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
つ
く
し
の
家
で
支
援

し
て
い
く
。

第８回議会報告会
皆さんの意見が議会を変える

通学路安全対策（表示）
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問　
防
犯
灯
の
電
気
料

は
自
治
会
負
担
で
あ

る
。
安
く
で
き
な
い
か
。

答　
26
年
度
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
検
討
を
始
め
る
。

意
見
交
換
会

問　
北
区
防
災
公
園
の

用
途
は
。

答　
仮
設
住
宅
建
設
や

避
難
施
設
な
ど
の
計

画
を
し
て
い
る
。

問　
国
保
税
の
医
療
分

で
あ
る
所
得
割
、
資

産
割
、
均
等
割
、
平
等
割

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
て
い
る
か
。

答　
国
保
運
営
協
議
会

で
審
議
さ
れ
た
後
、

議
会
に
提
案
さ
れ
、
決
定

す
る
。

意
見
・
要
望

・
話
の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ

て
い
れ
ば
話
や
す
い
。

・
報
告
時
間
の
短
縮
、
意

見
交
換
の
時
間
を
長
く
。

問　
吉
田
高
校
の
跡
地

は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
に

な
る
。
27
年
４
月
開

校
予
定
で
あ
る
。

問　
吉
田
公
園
の
命
山

は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　
県
が
国
の
補
助
を

う
け
、
26
年
度
か
ら

２
カ
年
で
公
園
内
に
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
大
雨
の
時
、
吉
田

た
ん
ぼ
は
冠
水
す
る

が
大
丈
夫
か
。

答　
吉
田
た
ん
ぼ
は
灌

漑
事
業
で
あ
り
、
稲

は
水
を
か
ぶ
っ
て
も
大
丈

夫
で
あ
る
。
排
水
を
有
効

に
す
る
た
め
坂
口
谷
川
の

水
門
整
備
を
お
願
い
し
て

い
る
。
津
波
対
策
と
し
て

も
必
要
で
あ
る
。

意
見
・
要
望

・
防
災
関
連
・
交
通
安
全

状
況
な
ど
具
体
的
課
題
を

テ
ー
マ
に
し
て
ほ
し
い
。

・
参
加
し
て
良
い
勉
強
に

な
っ
た
。
税
金
に
つ
い
て

は
も
う
少
し
個
人
で
調
べ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
た
。

問　
町
の
借
金
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　
25
年
度
末
が
借
金

残
高
の
ピ
ー
ク
で
、

一
般
会
計
約
117
億
円
、
下

水
道
事
業
約
64
億
円
、
水

道
事
業
約
30
億
円
で
、
全

体
で
は
約
211
億
円
と
な
る
。

返
済
額
の
ピ
ー
ク
は
30
年

度
と
な
り
、
そ
の
後
徐
々

に
減
っ
て
い
く
。

問　
国
民
健
康
保
険
給

付
費
支
払
準
備
基
金

保
有
額
が
減
っ
た
理
由
は
。

答　
21
年
度
に
値
下
げ

し
た
以
降
改
正
し
て

い
な
い
が
、
想
定
以
上
に

医
療
費
が
増
え
た
。

防犯灯整備実績・委託料
住吉区 川尻区 片岡区 北区 合計

設置数：24年度末 779本 401本 345本 380本 1,905本
設置数：25年度末 788本 405本 347本 390本 1,930本

実績：25年度 284万円 171万円 121万円 83万円 659万円
予算：26年度 286万円 147万円 126万円 142万円 700万円

北区

会議風景

片岡区

会議風景

住吉区

会議風景

※吉田町における国民健康保険税　

所得割：世帯の前年所得に応じて計算。　　前年所得×6.3％
資産割：世帯の固定資産税に応じて計算。　固定資産税×25%
均等割：世帯の加入者に応じて計算。　　　加入者１人当たり年額24,000円
 （夫婦、子ども１人のすべてが加入者の場合　24,000円×3人＝72,000円）
平等割：１世帯に対して計算。　　　　　　吉田町は、2,800円

吉田たんぼ
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問　
津
波
避
難
シ
ェ
ル

タ
ー
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
、
ど
こ
に
設
置
す

る
の
か
。

答　
20
人
収
容
で
き
る

シ
ェ
ル
タ
ー
を
漁
港

内
に
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。

意
見
・
要
望

・
も
っ
と
意
見
や
要
望
を

聞
い
て
も
ら
う
方
法
を
。

・
初
め
て
参
加
し
て
勉
強

に
な
っ
た
。
皆
さ
ん
の
意

見
を
議
会
に
反
映
さ
せ
て

ほ
し
い
。

問　
榛
南
幹
線
道
路
で

信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
は
危
険
で
あ
る
。
こ

の
交
差
点
へ
の
信
号
機
設

置
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答　
自
治
会
や
町
内
会

役
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
議

会
な
ど
の
立
哨
や
署
名
運

動
を
行
い
信
号
機
設
置
の

要
求
を
し
て
い
る
。

問　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
促
進
は
。

答　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
と
は
、
新
薬
の

特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売

さ
れ
る
。
新
薬
と
同
じ
有

効
成
分
、
同
じ
効
き
目
の

価
格
の
安
い
薬
の
事
で
あ

る
。
医
療
費
の
上
昇
を
抑

制
す
る
効
果
が
あ
る
の
で

医
師
会
に
も
お
願
い
し
て
、

医
療
費
を
出
来
る
だ
け
安

く
抑
え
る
努
力
を
し
て
い

る
。問　

認
知
症
患
者
さ
ん

の
対
策
は
。
行
方
不

明
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な

ど
の
問
題
で
発
見
が
難
し

い
。
同
報
無
線
で
名
前
を

公
表
し
た
方
が
早
期
発
見

に
つ
な
が
る
。
広
報
は
で

き
な
い
か
。

答　
多
く
の
方
々
が
各

方
面
で
協
議
し
て
く

れ
て
い
る
。
議
会
に
お
い

て
も
調
査
中
で
あ
る
。

意
見
・
要
望

・
報
告
会
の
議
事
録
を
自

治
会
に
ほ
し
い
。

出
前
会
議
の
目
的

　

本
年
３
月
に
制
定
し
た

吉
田
町
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
町
政
や
議
会
に
関
す
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
を
行
い
、
そ
の
意
見
を

議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
行
い
ま
す
。

開

催

方

法

　

町
民
の
グ
ル
ー
プ
や
団

体
、
ま
た
は
町
内
で
活
動

す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
申
し

込
み
に
よ
り
、
開
催
し
ま

す
。出

前
会
議
の
内
容

　

皆
さ
ん
か
ら
求
め
ら
れ

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
議

会
と
自
由
に
意
見
交
換
す

る
会
議
で
す
。

　

Ｑ　

＆　

Ａ　

問　
ど
の
よ
う
に
申
し

込
み
す
れ
ば
良
い
か
。

答　
お
近
く
の
議
員
ま

た
は
、
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
申
込
用
紙
を
議
会

事
務
局
に
提
出
し
て
下
さ

い
。
詳
細
は
町
の
Ｈ
Ｐ
へ

問　
ど
ん
な
テ
ー
マ
で

も
良
い
の
で
す
か
。

答　
町
政
や
議
会
に
関

す
る
内
容
で
あ
れ
ば
、

原
則
OK
で
す
。
な
お
、
申

し
込
み
後
、
議
員
全
員
で

テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　
開
催
日
の
希
望
は

で
き
ま
す
か
。

答　
申
込
書
に
、
第
３

希
望
日
ま
で
記
入
し

て
下
さ
い
。
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問　
話
を
聞
き
た
い
議

員
を
指
名
で
き
ま
す

か
。答　

１
人
で
は
対
応
し

ま
せ
ん
が
、
希
望
に

そ
う
人
選
を
行
い
ま
す
。

問　
場
所
は
ど
こ
で
も

良
い
の
で
す
か
。

答　
申
込
者
の
手
配
で
、

公
の
施
設
（
公
会

堂
・
集
会
場
な
ど
）
を
用

意
し
て
下
さ
い
。

川尻区

会議風景

導入検討中のシェルター

榛南幹線

出前会議を希望するグループを求めています。
ご希望のテーマで、議会と意見交換をしませんか。
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信号機設置に関する意見書
　

議
会
で
は
、
か
ね
て
か

ら
の
懸
案
で
あ
り
、
現
在

課
題
と
な
っ
て
い
る
交
差

点
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
、
６
月
議

会
に
「
信
号
機
設
置
に
関

す
る
意
見
書
」
を
全
議
員

で
発
議
し
可
決
し
た
。

意
見
書
の
背
景

※
過
去
に
行
っ
た
議
会
報

告
会
で
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
か
ら
、
交
通
安
全
施

設
の
整
備
を
求
め
る
意
見

を
数
多
く
い
た
だ
い
た
経

緯
が
あ
る
。

（
具
体
的
内
容
）

・
幹
線
道
路
の
整
備
に
伴

い
、
交
通
の
流
れ
が
変

わ
り
、
交
差
点
事
故
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
。

・
通
学
路
と
し
て
利
用
し

て
い
る
交
差
点
に
信
号

機
が
未
だ
設
置
し
て
な

く
、
事
故
が
心
配
で
あ

る
。

※
さ
ま
ざ
ま
な
会
合
で
、

安
全
対
策
の
更
な
る
充
実
、

特
に
、
信
号
機
の
設
置
を

求
め
る
意
見
が
多
い
。

※
自
治
会
や
町
内
会
、
そ

し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
、

交
通
安
全
対
策
を
求
め
る

要
望
が
、
関
係
機
関
へ
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

議
会
の
動
き

※
議
会
と
し
て
、
供
用
開

始
し
た
榛
南
幹
線
の
５
カ

所
の
交
差
点
で
、
４
月

24
・
25
日
の
登
下
校
時
間

帯
に
、
横
断
歩
行
者
と
交

通
量
の
調
査
を
実
施
。

☆
榛
南
幹
線
と
町
道
山
通

り
浜
河
原
線
交
差
点
の
調

査
結
果
（
一
部
）

☆
当
箇
所
の
安
全
確
保
策

の
紹
介
（
一
部
）

・
牧
之
原
署
に
よ
る
パ
ト

カ
ー
巡
視
お
よ
び
交
通

整
理

・
集
団
登
校
の
実
施

・
保
護
者
に
よ
る
引
率

・
地
元
町
内
会
の
立
哨

・
中
央
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
お
よ
び

教
員
の
立
哨

・
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
の
立

哨
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
立
哨

☆
他
交
差
点
調
査
箇
所

・
寄
子
浜
河
原
２
号
線

・
山
向
八
軒
屋
２
号
線

・
西
中
２
号
線

・
東
村
浜
河
原
３
号
線

※
町
と
の
懇
談
会

・
５
月
22
日
「
幹
線
道
路

の
安
全
対
策
に
つ
い

て
」

・
５
月
29
日
「
東
名
川
尻

幹
線
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
」

意
見
書
の
趣
旨

　

交
通
網
の
整
備
は
、
県

お
よ
び
関
係
機
関
の
ご
尽

力
に
よ
り
進
展
し
、
町
民

の
福
祉
の
向
上
と
地
域
経

済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
。
し
か
し
、
通

学
路
な
ど
の
交
差
点
に
お

い
て
は
、
交
通
量
の
増
加

に
よ
る
危
険
性
が
予
測
さ

れ
、
通
常
に
も
増
し
て
交

通
安
全
の
確
保
が
要
求
さ

れ
る
。

　

本
議
会
は
、
人
命
第
一

と
考
え
、
痛
ま
し
い
交
通

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

幹
線
道
路
の
交
差
点
に
早

急
に
信
号
機
を
設
置
す
る

予
算
措
置
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

【
あ
て
先
】

　

静
岡
県
知
事

　

静
岡
県
公
安
委
員
会

手
話
言
語
法（
仮
称
）の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

手
話
が
日
本
語
と
対
等

な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、
日
常
生
活
、
職
場
、

教
育
の
場
で
手
話
を
使
っ

た
情
報
の
提
供
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
保
障
さ

れ
、
自
由
に
手
話
が
使
え

る
社
会
環
境
の
整
備
を
目

的
と
し
、
以
下
の
５
つ
の

権
利
を
保
障
す
る
手
話
言

語
法
（
仮
称
）
を
制
定
す

る
こ
と
を
要
求
す
る
。

① 

手
話
を
獲
得
す
る

② 

手
話
で
学
ぶ

③ 

手
話
を
学
ぶ

④ 

手
話
を
使
う

⑤ 

手
話
を
守
る

【
背
景
】

　

手
話
は
、
聴
覚
障
害
者

に
と
っ
て
、
情
報
獲
得
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
な
手
段
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ろ
う
学
校
で

は
手
話
は
禁
止
さ
れ
、
社

会
で
は
手
話
を
使
う
こ
と

で
差
別
さ
れ
て
き
た
長
い

歴
史
が
あ
っ
た
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】
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【
調
査
事
項
】

　
「
認
知
症
の
行
方
不
明

者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

【
調
査
の
目
的
】

　
「
行
方
不
明
者
」
を
早

期
発
見
す
る
た
め
の
対
策

を
調
査
。

【
調
査
内
容
】

６
月
５
日
（
木
）
委
員
会

・
行
方
不
明
者
の
現
状
に

つ
い
て
「
年
代
別
と
不
明

者
数
」
を
確
認
。

・
事
件
発
生
か
ら
情
報
発

信
ま
で
放
送
内
容
の
流
れ

を
、
高
齢
者
支
援
課
に
説

明
を
求
め
た
。

６
月
10
日
（
火
）
委
員
会

「
当
局
か
ら
の
説
明
」

○
発
生
か
ら
放
送
の
流
れ

・
家
族
が
警
察
に
捜
索
願

・
警
察
か
ら
放
送
依
頼
書

・
行
政
は
広
報
内
容
作
成

・
放
送

○
放
送
時
間

　

午
前
６
時
か
ら
午
後
10

時
ま
で

【
調
査
事
項
】

　
「
産
業
・
観
光
等
の
交

流
拠
点
に
つ
い
て
」

【
調
査
の
目
的
】

　

町
が
考
え
る
交
流
拠
点

の
調
査
研
究
。

【
調
査
内
容
】

4
月
21
日
（
月
）
委
員
会

　

産
業
課
か
ら
「
交
流
拠

点
を
主
体
と
し
た
産
業
・

観
光
に
つ
い
て
」「
魅
力

創
造
委
員
会
の
提
言
内
容

に
つ
い
て
」
聞
く
こ
と
を

決
定
し
た
。

5
月
9
日
（
金
）
委
員
会

　

交
流
拠
点
の
調
査
の
た

め
、
観
光
拠
点
の
整
備
に

つ
い
て
質
疑
し
た
。

○
担
当
課

　

防
災
課

○
同
報
無
線
に
よ
る
行
方

不
明
者
情
報
発
信
の
現
状

問　
魅
力
創
造
委
員
会

が
作
成
し
た
、
課

題
・
目
標
・
交
流
活
性
化

の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
動
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

答　
最
優
先
で
施
設
を

整
備
し
、
課
題
・
地

域
資
源
の
創
造
・
空
港
利

用
者
の
取
り
込
み
を
考
え

て
い
き
た
い
。
コ
ン
セ
プ

ト
は
賑
わ
い
の
あ
る
町
づ

く
り
で
あ
る
。

5
月
20
日
（
火
）
委
員
会

　

産
業
課
に
再
度
、
拠
点

施
設
に
つ
い
て
、
質
疑
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

6
月
2
日
（
月
）
委
員
会

　

産
業
課
に
よ
る
説
明
日

程
を
決
定
し
た
。

6
月
9
日
（
月
）
委
員
会

　

交
流
拠
点
施
設
に
つ
い

て
ど
の
様
な
調
査
を
し
た

か
。
観
光
拠
点
と
し
て
の

ゾ
ー
ン
構
想
は
あ
る
か
な

ど
7
項
目
を
質
疑
し
た
。

「
質
疑
応
答
」

問　
行
方
不
明
者
は
、

65
歳
以
上
に
関
し
増

加
傾
向
で
は
。

答　
高
齢
者
率
の
上
昇

で
行
方
不
明
認
知
症

の
方
は
増
え
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
　
調
査
報
告

問　
見
守
リ
ス
ト
の
活

用
状
況
は
ど
う
か
。

答　
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
認
知
症
リ
ス

ト
と
し
て
情
報
発
信
用
と

し
て
管
理
し
て
い
る
。

問　
行
方
不
明
者
の
氏

名
を
放
送
す
る
と
早

く
見
つ
か
る
と
考
え
る
が
。

答　
同
報
無
線
の
運
用

規
定
が
あ
り
防
災
課

で
検
討
中
で
あ
る
。

問　
徘
徊
者
居
場
所
確

認
の
GPS
機
器
普
及
状

況
は
。

答　
26
年
度
に
事
業
化

し
、
２
１
０
０
円
を

上
限
と
し
た
家
族
の
１
割

負
担
で
、
GPS
機
器
の
普
及

に
努
め
て
い
る
。

【
今
後
の
調
査
】

６
月
30
日
（
月
）
委
員
会

　

防
災
課
か
ら
同
報
無
線

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
う
こ
と
を
決

定
し
た
。委

員
長　

吉
永
滿
榮

年度 同報無線放送数 ６５歳以上の不明者数
２１年 ６件 ２人
２２年 ８件 ６人
２３年 ５件 ４人
２４年 ３件 ３人
２５年 ６件 ５人

産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
調
査
報
告

下
水
道
課
へ
の
質
疑

6
月
13
日
（
金
）
委
員
会

　

下
水
道
課
か
ら
説
明
を

受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

問　
吉
田
町
公
共
下
水

道
事
業
の
全
体
計
画

は
。答　

14
年
に
全
体
計
画

区
域
を
826
㏊
か
ら
920

㏊
に
変
更
し
た
。

問　
開
始
か
ら
現
在
ま

で
に
費
や
し
た
事
業

費
は
い
く
ら
か
。

答　
25
年
度
の
決
算
で

292
億
７
５
７
０
万
円

で
あ
り
、
全
体
計
画
で
は

404
億
３
９
０
０
万
円
で
あ

る
。問　

集
落
排
水
、
合
併

浄
化
槽
な
ど
他
の
方

法
の
導
入
は
考
え
て
い
る

か
。答　

公
共
下
水
道
と
合

併
浄
化
槽
に
よ
る
浄

化
処
理
以
外
は
考
え
て
い

な
い
。

 

委
員
長　

山
内　
均

吉
田
町
交
流
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン

吉
田
の
魅
力
創
造
委
員
会
作
成
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７
月
８
、９
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
愛
知
県
幸

田
町
・
三
重
県
鳥
羽
市
の

両
議
会
に
て
視
察
研
修
し

た
。わ

か
り
や
す
い�
広
報
紙
を
目
指
す

　

幸
田
町
議
会
で
は
、

「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い

て
研
修
。
21
年
度
か
ら
５

年
連
続
で
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
優

秀
賞
、
奨
励
賞
な
ど
を
受

賞
し
て
い
る
。

そ
の
秘
訣

・
紙
面
企
画
、
掲
載
内
容

な
ど
の
協
議
の
充
実

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
印
刷

・
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

印
刷
料
金
を
お
さ
え
る

・
文
字
数
を
な
る
べ
く
少

な
く
し
、
わ
か
り
や
す

い
表
現

・
ゆ
っ
た
り
と
し
た
紙
面

づ
く
り

・
見
出
し
の
工
夫

・
住
民
参
加
の
企
画

・
新
聞
社
の
記
者
に
よ
る

講
習
を
受
け
紙
面
づ
く

り
の
研
さ
ん

吉
田
町
「
議
会
だ

よ
り
」
の
課
題

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
印
刷

・
視
覚
に
訴
え
る
紙
面
構

　

成
・
見
出
し
の
工
夫

・
読
み
や
す
さ
、
わ
か
り

や
す
さ
に
重
点
を
お
い

た
文
章
づ
く
り

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で�

「
議
会
の
見
え
る
化
」

　

鳥
羽
市
議
会
は
、
全
国

初
の
議
会
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

導
入
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

生
中
継
な
ど
議
会
ICT
の
先

進
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
議
会
広
報
の
重
要
な

役
割
で
あ
る
情
報
公
開
の

視
点
か
ら
ICT
に
つ
い
て
視

察
研
修
し
た
。

無
料
シ
ス
テ
ム
を�

活
用
し
情
報
発
信

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
導
入

　

情
報
の
拡
散
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導
を
促
し
、

若
年
層
や
議
会
に
興
味
が

薄
い
人
に
議
会
活

動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
。

（
22
年
２
月
）

・
ユ
ー
ス
ト
リ
ー

ム
開
設

　

原
則
す
べ
て
の

会
議
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
放
送
を
開

始
。

（
22
年
９
月
）

・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

開
設

市町議会紙 発行部数 ページ単価
幸田町議会 12,700 1.08円
鳥羽市議会 8,200 2.32円
吉田町議会 8,300 3.36円

議会だより制作費
幸田町、鳥羽市は全ページカラー４色
刷り
吉田町は、表裏紙面以外２色刷り

　

生
中
継
を
録
画
放
送
す

る
た
め
に
開
設
。

（
22
年
９
月
）

※
移
動
用
映
像
カ
メ
ラ

・
ICT
導
入
効
果

　

SNS
、
ネ
ッ
ト
中
継
に
よ

り
「
議
会
の
見
え
る
化
」

が
向
上
し
、
視
聴
者
は
市

民
の
33
％
で
あ
る
。

　

議
員
全
員
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
用
し
、
メ
ー

ル
配
信
に
よ
る
連
絡
、
資

料
配
布
が
可
能
と
な
り

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

大
型
モ
ニ
タ
ー
設
置
に

よ
り
資
料
の
パ
ネ
ル
表
示

が
で
き
見
や
す
い
も
の
と

な
る
。

視
察
研
修
を
終
え
て

　

両
議
会
に
通
じ
る
こ
と

は
、「
議
会
と
当
局
の
協

力
に
よ
り
、
住
民
へ
の
情

報
発
信
が
行
わ
れ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

情
報
化
社
会
が
進
ん
で

い
る
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で

は
住
民
に
十
分
な
情
報
を

伝
え
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

　

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
を
活
用
し
た
議
会
広
報

の
推
進
を
図
っ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
委
員
一
同

の
認
識
が
非
常
に
高
ま
っ

た
視
察
研
修
と
な
っ
た
。

 

委
員
長　

増
田
剛
士

議会広報は視覚に訴える
議会広報推進特別委員会視察研修レポート

幸田町議会視察風景

鳥羽市議会議場設置モニター
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議
会
広
報
推
進
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

増
田
　
剛
士

副
委
員
長　

平
野
　
　
積

　
　

委
員　

山
内
　
　
均

　
　
　
　
　
枝
村
　
和
秋

　
　
　
　
　
大
塚
　
邦
子

　
　
　
　
　
藤
田
　
和
寿

　

26
年
３
月
に
榛
南
幹
線
が

供
用
開
始
さ
れ
て
以
来
、
信

号
機
の
な
い
通
称
浜
田
交
差

点
で
は
、
吉
田
中
、
中
央
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
会
の
役
員
、

民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が

立
哨
し
て
い
ま
す
。

　

川
尻
区
自
治
会
で
は
、
交

差
点
の
交
通
安
全
対
策
会
議

を
開
催
し
、
信
号
機
設
置
を

要
望
す
る
３
１
８
５
人
の
署

名
を
牧
之
原
署
に
提
出
す
る

と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
で
、
児
童
生
徒
の
登

下
校
時
に
立
哨
を
行
う
な
ど

地
域
ぐ
る
み
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を

�

交
通
事
故
か
ら
守
れ

次の第３回（9月）定例会の予定
会期：9月2日（火）から9月25日（木）まで
� 24日間

TEL　0548－33－2141　　FAX　0548－32－9770
ホームページアドレス http://www.town.yoshida.shizuoka.jp/

田
島
逸
雄
会
長
に
聞
く

Ｑ
住
民
の
不
安
や
心
配
に
対

し
何
を
し
た
か
。

Ａ
交
通
指
導
員
、
安
全
協
会
、

民
生
児
童
委
員
、
中
央
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
内
会
長
を
集

め
、
安
全
対
策
会
議
を
設

置
し
た
。

Ｑ
今
後
の
活
動
は
。

Ａ
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
ま

で
、
登
下
校
時
に
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

Ｑ
交
通
安
全
上
で
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
。

Ａ
常
に
交
通
弱
者
を
気
に
か

け
る
・
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ

な
い
・
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
。

Ｑ
一
言
ア
ピ
ー
ル
を
。

Ａ
一
日
も
早
く
、
住
民
が
安

心
し
て
通
れ
る
榛
南
幹
線

に
し
た
い
。

八幡津島神社夏季例大祭奴道中（川尻）

川尻区交通安全活動グループ
おつかれさんです

通称浜田交差点での立哨

牧之原警察署による立哨の講習会

片岡文化展（片岡会館）

ま ち の 話 題
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